
関東地方整備局では、産学のもつ先端的な技術を積極的に活用し、産学官連携による技術研

究開発を促進することを目的とし、大学等研究機関との技術（シーズ）マッチングに取組んで

おります。

令和３年度の第２回公募手続きでは、以下のテーマで大学等研究機関が有する課題の解決に

資する技術（シーズ）を募集し、応募者とのマッチングイベントや有識者で構成される新技術

活用評価会議での審査を経て、３件の技術（シーズ）を採択しました。

今後、大学等研究機関と連携しながら、最長３年間をかけて、新たな政策研究への展開を開

ける基礎技術等の研究開発の促進を図ります。

１．技術テーマ及び採択件数

（１）インフラサービスにおける省エネ推進・Ｃｏ２削減に寄与する研究 [採択：１件]

（２）ＤＸ推進による、道路・河川のインフラサービスの高度化・生産性向上に関する研究

[採択：２件]

２．その他

採択技術(シーズ)の概要等については、別紙-1を参照ください。
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≪採択技術（シーズ）≫

研究開発テーマ 応募者(研究代表者) 研究の概要 研究期間

生コンの廃棄物等を資源として革新的に

活用する方法についての技術研究開発

横浜国立大学 大学院
都市イノベーション研究院

細田 暁 教授

戻りコンクリート（戻りコン）を貴重な資源と捉え、アジ

テータ車等の排ガス中のCO2を活用してスラッジからコンクリー

ト用混和材を生産する技術と戻りコンから新しい造粒ポーラス

コンクリート舗装を製造する技術を開発する。

令和３年度～５年度

（３年間)

・技術テーマ（２） ＤＸ推進による、道路・河川のインフラサービスの高度化・生産性向上に関する研究

研究開発テーマ 応募者(研究代表者) 研究の概要 研究期間

偏光画像処理に基づく「見えにくい」路

面性状認識についての技術研究開発

東京電機大学 未来科学部
ロボット・メカトロニクス学科

中村 明生 教授

路面の表面性状、すなわち性質・材質及び状態のうち、水た

まり、濡れ、凍結等の「見えない」「見にくい」湿潤状態の認

識に関して従来の画像処理手法と深層学習利用手法を提案・比

較し、実地検証を行う。

画像処理対象としては、偏光画像及び通常画像の両者とし、

長所・短所を明確化して提案手法の実利用への展開を目指す。

令和３年度～５年度

（３年間)

河川監視カメラを用いた拡張現実につい

ての技術研究開発

東京都立大学 都市環境学部
都市基盤環境学科

今村 能之 教授

Lidar搭載ドローンによる３次元河道計測データおよびAIを用

いた河川監視カメラの画像解析による河川水面の抽出技術を組

み合わせ、AR（拡張現実）型河川水位情報をリアルタイムで発

信することが可能となる技術開発を行う。

令和３年度～５年度

（３年間)

・技術テーマ（１） インフラサービスにおける省エネ推進・ＣＯ２削減に寄与する研究

ほそだ あきら

なかむら あきお

いまむら よしゆき

２／３

別紙-1
令和３年度「技術（シーズ）マッチング」に関する公募（第２回）



３／３

インフラサービスにおける省エネ推進・CO2削減に
寄与する研究

【研究例】
・グリーン社会の実現に向けて、インフラサービスにおける環境
負荷低減にかかる技術研究

・道路インフラの省エネ化等のため、新たな道路照明技術の開発
研究

・道路・河川管理に必要な電力の再生エネルギー導入の研究
・気候変動リスクの高まりを踏まえ、インフラサービスにおける
Co2削減に寄与する研究

・技術テーマ（１） ・技術テーマ（２）

DX推進による、道路・河川のインフラサービスの
高度化・生産性向上に関する研究

【研究例】

・各種計測データ、画像データ類の利活用による国民の安全安心

を実現する道路・河川インフラデータの提供手法の検討

・点検データや画像データ等の利活用により、損傷・異常発生箇

所や変状の予測、早期発見、早期処理が可能となる手法の検討

・データ連携、画像処理技術、センサ技術、遠隔化技術等の活用

による生産性向上に寄与する研究

≪技術テーマ（参考）≫ 令和３年度「技術（シーズ）マッチング」に関する公募（第２回）


